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１．Blackfin ターゲット依存部の概要 

1.1 ターゲットシステム 
Blackfinプロセッサのターゲットシステムとしては，Analog Devicesの ADSP-BF533に対

応している。これはシステムではなくプロセッサである。sys_config.hの中で入力周波数を
指定することにより、どのようなボードにも対応できる。 

1.2 開発環境と実行環境 
開発環境には，Analog Devicesの VisualDSP++を利用する。開発は Release 3.5で行った。 

1.3 サポートする機能の概要 
Blackfin依存の機能として，割込みマスクの変更・参照（chg_ims，get_ims）および割り

込みの許可、禁止(ena_int, dis_int)、性能評価用システム時刻参照機能（vxget_tim）をサポー
トしている． 

1.4 他のターゲットへのポーティング 
現バージョンでは，ADSP-BF533のみをサポートしている．わずかな改造で ADSP-BF535

にも対応できるはずである。 



２．Blackfinプロセッサ依存部の機能 

この節では，カーネルおよびシステムサービスの機能の中で，Blackfin依存の部分につい
て解説する． 

2.1 データ型 
signed int型，unsigned int型，size_t型のサイズは，いずれも 32ビットである． 

2.2 割込み管理機能と割込みハンドラ 
カーネル管理外の割込みは NMIのみである．よって，CPUロック状態や初期化ルーチン

内では，NMI以外の割込みはすべて禁止されている．具体的には，IMASKが 0xC01Fに設
定される． 

DEF_INHで指定する割込みハンドラ番号（inhno）は，ADSP-BF533のシステム割り込み
番号を表し，そのデータ型（INHNO）は unsigned int型に定義されている．DEF_INHに指定
できる値は、sys_defs.hに INHNO_XXXXとして定義してある。なお、システム割り込み番
号とは、SIC_IMASKにおけるビット番号である。 

2.3 CPU例外管理機能と CPU例外ハンドラ 
DEF_EXC で指定する割込みハンドラ番号（excno）は，単に無視される。例外ハンドラは
ただひとつだけが登録可能で、seqstatの excauseによる処理の振り分けはハンドラ内部で行
う。 

2.4 スタートアップモジュール 
Blackfin依存のスタートアップモジュール（start.asm）では，次の初期化処理を行う． 

(A) プロセッサモードの初期化とスタックポインタの初期化 

最初に LC0と LC1をクリアしてハードウェア・ループを無効化した後、L0-L3を 0にす
る。次にスタックをイベントスタックのトップに設定する。このスタックは dispatch()がタ
スク・スタックを設定するまで非タスクコンテキスト用のスタックとして使われる。プロセ

ッサの割り込みベクトルに割り込みディスパッチャのエントリーを設定する。最後にリセッ

トモードから IVG15モードに遷移する。 

イベントスタックは LDFが定義した領域をリンカーが処理して埋め込む。 

(B) カーネルの起動 

kernel_start へ分岐し，カーネルを起動する．kernel_start からリターンしてくることは想定
していない． 

2.5 性能評価用システム時刻参照機能 
Blackfin依存部では，性能評価用システム時刻参照機能（vxget_tim）をサポートしてい
る．性能評価用システム時刻の精度は 1サイクル単位である。この機能はコアのサイクルカ
ウンタを直接読み出すため正確である。なお，SYSUTIM型は UD型（64ビットの符号無し
整数型）に定義している． 



2.6 SIC_IARxの変更 
何らかの理由で内蔵デバイスからの割り込み要求順位を変更したいときには SIC_IARxを
変更しなければならない。変更はアプリケーション初期化コードで行い、静的サービスコー

ル ATT_INIを使ってシステムに登録する。変更用の初期化コードは次のようになる。 

void init_iar(VP_INT vp_int) 

{ 

 *pSIC_IAR0 = ...; 

 *pSIC_IAR1 = ...; 

 ... 

 make_priority_mask(); 

} 

 

make_priority_maskは SIC_IARxから TOPPERS/JSPが内部で使用する参照ビットマップを
作り出す。この初期化コードは、コンフィグレーションファイルの中で他の初期化コードよ

り先に宣言されなければならない。 



３．ADSP-BF533 システム依存部の機能 

3.1 システムクロックドライバ 
システムクロックドライバが isig_timを呼び出す周期は，sys_defs.h中の TIC_NUMEと

TIC_DENOで定義されている（標準は 1ミリ秒周期）．システムクロックのタイマーはコア
タイマーか、汎用タイマー2を使用する。sys_config.hのなかで USE_TIC_COREマクロを定
義するとコアタイマーを使う。汎用タイマー2を使用する場合に必要な SIC_IMASKの変更
は自動的におこなう。 

3.2 シリアルインタフェースドライバ 
シリアルインターフェースドライバには対応していない。 

3.3 割り込みマスク制御 
ADSP-BF533依存の機能として、SIC_IMASK中のマスク値を変えるためのサービスコー

ル chg_imsと参照するためのサービスコール get_ipmをサポートしている．なお，マスクの
値を表すデータ型 IMSは，unsigned int型に定義されている． 

これらのサービスコールは，タスク・非タスクコンテキストのいずれでも、また CPUロ
ック状態、ロック解除状態のいずれでも呼び出すことができる。 

Blackfin依存の割込みマスクの変更・参照のためのサービスコールの仕様は次の通り． 

(1) chg_ims   割込みマスクの変更 

【C言語API】 

ER ercd = chg_ims(IMS ims); 

【パラメータ】 

IMS ims  設定すべき SIC_IMASKの値 

【リターンパラメータ】 

ER ercd  エラーコード 

【エラーコード】 

E_CTX  コンテキストエラー 

E_PAR  パラメータエラー（ipm が不正） 

【機能】 

SIC_IMASKをimsで指定した値にする。 

このサービスコールは，常に 0を返す。 



 

(2) get_ims   割込みマスクの参照 

【C言語API】 

ER ercd = get_ims(IMS *p_ims); 

【パラータ】 

なし 

【リターンパラメータ】 

ER ercd  エラーコード 

IMS ims  現在の SIC_IMASKの値 

【エラーコード】 

E_CTX  コンテキストエラー 

【機能】 

現在の SIC_IMASKの値を読み出し，ims に返す． 

 

このサービスコールは常に 0を返す。 

(3) ena_int   割り込みの許可 

【C言語API】 

ER ercd = dis_int(INTNO intno); 

【パラメータ】 

INTNO intno  許可するシステム割り込みの番号 

【リターンパラメータ】 

ER ercd  エラーコード 

【エラーコード】 

E_PAR  パラメータエラー（intno が不正） 

【機能】 

SIC_IMASKをintnoビットを1にする。対応する割り込みが許可される。パ

ラメーターとして渡すことのできる値はsys_defs.hにINTNO_XXXXとして宣

言してある。 

許されない番号を渡すと E_PARを返す。 



 

(4) dis_int   割り込みの禁止 

【C言語API】 

ER ercd = dis_int(INTNO intno); 

【パラメータ】 

INTNO intno  許可するシステム割り込みの番号 

【リターンパラメータ】 

ER ercd  エラーコード 

【エラーコード】 

E_PAR  パラメータエラー（intno が不正） 

【機能】 

SIC_IMASKをintnoビットを0にする。対応する割り込みが禁止される。パ

ラメーターとして渡すことのできる値はsys_defs.hにINTNO_XXXXとして宣

言してある。 

このサービスコールは常に 0を返す。 



４．開発環境の構築 

開発環境は Analog Devicesの VisualDSP++を使用した 

4.1 開発環境のバージョン 
動作確認したツールのバージョンは以下の通りである． 

 VisualDSP++ : 3.5 July Update 

コンパイラ、アセンブラ、リンカはチップのアノーマリーに対応するため以下のオプショ

ンをコマンドラインオプションに追加しておく 

    -si-revision X.Y 

    X.Yは対応するシリコンのリビジョンである。 



５．その他 

5.1 ディレクトリ・ファイル構成 
Blackfinターゲット依存部の各ファイルの概要は次の通り． 

config/blackfin-vdsp/ 

cpu_defs.h  プロセッサ依存部のアプリケーション用定義 

cpu_config.h  プロセッサ依存部の構成定義 

cpu_config.c  プロセッサ依存部の関数 

cpu_support.asm プロセッサ依存部のサブルーチン 

cpu_context.h  コンテキスト操作 

cpu_rename.h  カーネルの内部識別名のリネーム 

cpu_unrename.h カーネルの内部識別名のリネーム解除 

tool_defs.h  開発環境依存部のアプリケーション用定義（VisualD

SP++開発環境用） 

tool_config.h  開発環境依存部の構成定義（VisualDSP++開発環境

用） 

start.asm  スタートアップモジュール 

 

    config/blackfin-vdsp/bf533 

sys_defs.h システム依存部のアプリケーション用定義 

sys_defs.c システム依存部のアプリケーション用関数 

sys_config.h システム依存部の構成定義 

sys_config.c システム依存部の関数 

sys_rename.h カーネルの内部識別名のリネーム 

sys_unrename.h カーネルの内部識別名のリネーム解除 

hw_timer.h タイマ操作ルーチン 

 


	１．Blackfin ターゲット依存部の概要
	1.1 ターゲットシステム
	1.2 開発環境と実行環境
	1.3 サポートする機能の概要
	1.4 他のターゲットへのポーティング

	２．Blackfinプロセッサ依存部の機能
	2.1 データ型
	2.2 割込み管理機能と割込みハンドラ
	2.3 CPU例外管理機能とCPU例外ハンドラ
	2.4 スタートアップモジュール
	(A) プロセッサモードの初期化とスタックポインタの初期化
	(B) カーネルの起動

	2.5 性能評価用システム時刻参照機能
	2.6 SIC_IARxの変更

	３．ADSP-BF533 システム依存部の機能
	3.1 システムクロックドライバ
	3.2 シリアルインタフェースドライバ
	3.3 割り込みマスク制御
	(1) chg_ims   割込みマスクの変更
	(2) get_ims   割込みマスクの参照
	(3) ena_int   割り込みの許可
	(4) dis_int   割り込みの禁止


	４．開発環境の構築
	4.1 開発環境のバージョン

	５．その他
	5.1 ディレクトリ・ファイル構成


